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マイクロソフ ト社の成長 と 「航空宇宙企業都市」
シア トルの構 造変化(2)
山 縣 宏 之
前編1,に引 き続 いて,本 稿ではマ イクロソフ ト社が地元 シア トル に及ぼ して
い る経 済的影響 を分析 してい く。 は じめ に,「直接的 イ ンパク ト」 に相 当す る
同社 の雇用 している労働 力の特 質 を明 らか に した上で,そ れが シア トル労働 市
場 に.及ぼ してい る影響 について検討 してい こう.
1マ イクロソフ ト社の直接雇用 とシア ト.ル労働 市場
1マ イクロソフ ト社の労働力雇用構造
まずは1995年時点の同社の直接雇用が,い かなる特 質を有す る労働力 なのか
を検 討 して いこ う。 第1表 に よると2},同社 の労働 力構 成 は以下 のよ うな もの
である。 ソフ トウェア製品開発 の計 画 ・管理 を行 い,製 品開発 に全面的に責任
を負 う最 も優秀な プログラマーである 「プログラム管理者 ・製品計 画担 当者」
(400人,.3.0%),その もとで ゾフ トウェアの設計 を担当す る 「ソフ トウェア技
術者」(1850人,13.9%),ソフ トウェア開発上生 じるバ グをチ ェックし,.製品
の品質や使 いやす さを検査す る 「テス ト技 術者」(1850入,13,9%)とい った
ソフ ト開発 に直接従事す る専門技術者が中核 的労働力 を構成 してい る。他には,








第1表 マ イ ク ロ ソ フ ト杜 の職 種 構 成(1995年)
職種(職 業)
専 門 ・技術
専 門 ・技 術
専 門 ・技 術
専 門 ・技 術
マ ーケ テ ィ ン グ ・販 売 ・
サ ー ビス
専 門 ・技術
経 営 ・管理,生 産,事 務
ソ フ ト設計 技 術.者
テス ト技 術 者
ユ ー ザ ー ・サ ポ ー ト技 術 者
テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス
ユ ー ザ ー教 育
業 務 管 理








1専門 ・.技術1 研究 300 2.3
計 ア.メリカ国内における雇用 13,300 100.0
注1マ イ ク ロ ソフ トの ア メ リ カ国 内 雇 用 の うち,72.7%は シ ア トル に 集 中 して い る た め,こ の表
のデ ー タ はほ ぼ 同 社 の シア トル に お げ る雇 用 構 造 を表 して い る もの と解釈 で きる .
出 所 二Cusu【n訊no.M,RjchardSelby.雌`即∫r魂胆`r鴫TheFrcePress,p.51,1995.(山岡 洋 一 訳
rマイ ク ロ ソ フ ト シ ー ク レ ッ ト〔E)』日本 経 済 新 聞 社,1995年,69ペ ー ジ)を も とに 筆 者
作 成 。
人,15.8%),「ユ ーザー教 育」(600人,4.5%),同社の研究所で.人間工学や情
報技術 の研 究 を行 う科学技術 者が従 事す る 「研究」(300人,2.3%)などの専
門技術 者 も存在 してい る。 さ らに,マ ーケテ ィングや コンサルテ ィングなどソ
フ トウェアの開.発を支援す る労働力であ る 「マーケテ ィング ・販売 ・コンサ ル
ティ ング ・サ ー ビス」(4000人,30.1%)や経営管理 な どの本社機能 や∫11場内
での生産労働力 を含む 「業務管理」(2200人,16.5%)などの管理 ・支援労働
力 が存在 す る%こ こで検 討 した同社の職種構成 の特徴 は,第 一 に ソフ トウェ
ア技術者か ら構成される 「専 門 ・技術職種」の比率が50%を超え る極 めて高 い
水準であ るこ.と,第二にマーケテ ィング ・販売 ・コンサ ルテ ィング ・サー ビス
の雇用比率が30.1%に及ぶ こ とで ある。 この ようにマイ クロ ソフ ト社 の労働 力
雇 用構 造は,製 造業や他 のサ ービ.ス業では見 られない特徴 を持 ってい る。
3)1995年ごろ まで の マ イ ク ロ ソ7ト 社 内で の ソ フ トウ ェ ア開 発 の 実 態 ,組 織,労 働 力 編 成 につ い
て はCu5umano,M.&R.Selby,MmmspftSecrets,FreePress,1995.(1「i岡洋 一 訳rマ イ ク ロ ソ
7ト シー ク レッ ト〔ヒ)(卜.)』日 本経 済新 聞社 ,1995年)に 詳 し く紹介 さ れ て い る の で,参 照 さ
れ た い ワ
蟹
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上述の雇用構造 を規定 してい るのは,同 社の ソフ トウェア企業 としての労働
過程 の技術 的特 質 と企 業経 営 の必要性 であ ると考え られ る㌔ 同社 の主力 製品
であ るソフ トウェアは,コ ンピューター などの電子情 報処理装置 を駆動す るた
めの命令群であ り,膨 大 な情報 の集合体であ る。 このため ソフ トウェアの開発
に際 しては,他 のハイテク産業 のような高額 な研 究 ・生産設備 は必 要 とはされ
ず,む しろ開発過程 に多 くの労働力 を必要 とす る労働 集約 的性 質を有 してい る。
それ とともに,ソ フ トウェアの設計 ・開発 には高度な数学 的知識や コンピュー
ター言語 を駆使 する能力が必要 とされ,プ ログラマーの創造性や熟練技 に依存
す る知識集約 型産業で もある5,。ζのため ソフ トウェア産業 では,優 秀 なプロ
グラマーの獲 得が重要視 されてお り,概 ね高度な情報.1:学教育 を受 けた大卒,
大学 院修一f:課程修 了程度 の学歴 を持つ ソフ トウェア技 術者 が必 要 とされてい
る6)。またマ イクロソフ ト社 の属 す るパ ッケー ジ ・ソフ トウェ ア部 門の場 合 に
は,製 造部門を含む とはいえ,実 質的 な生産工程はマス ターデ ィス クの複製や,
パ ッケー ジング作 業に限定 され る。 そのため ソフ トウェアの開発 に従事す る技
術者 は多数必要 とされるが,製 造部 門の労働 者の雇用 比率 は,製 造業 と比較す
る と極 めて低 くな ってい る7,,,以上 のよ うな労働力の需要特性 が,製 造業な ど
と比較 した場 合,ソ フ トウェア産業で 「専門技術 職種 」の雇用比率が極 めて高
くな る要因である と考 えられる。
さらに,「マー ケティ ング ・コ ヒサルテ ィング ・販売 ・サ ー ビス」 の雇用 比
率が高いのは,次 のよ うな要因によると考 えられ る。 ソフ トウェア企業で は,
顧客の需要を分析 しソフ トを設計す るため,コ ンサ ルテ ィング業務 に従事す る










ケージ ・ソフ トウェア.製品は,固 定費用 となる開発 費用 が大 きい反面,生 産費
用がほぼ無視 しうるほ ど小 さいために,.市場での大量販 売に成功す るか どうか
が高収益 を挙 げる鍵 となってい る呂♪。その うえ,ソ フ トウェア製 品.市場 は極 め
て変化 が激.しく,市 場動 向の予測が重要であ るため,マ ーケテ ィングや販売促
進を担 当す る労働力が必要不可欠であ り,そ のために同職種 の雇用比率が高 く
な っている と考 えられ るのであ る%
2マ イクロソフト社の賃金構造
続い て,マ イクロソフ ト社 の労働力 の賃金水準 も検 討 してお こう。第2表 は,
マイクロソフ ト社 の ワシン トン州 内の被雇用 労働 者 に対す る賃金支 出総額 と同
社の年間平均賃金,.および シア トルの各産業の賃金水準 を示 してい る。表 によ
ると,1995年時点で 同社 は5億8510万ドル,...一人当た りに平均 す る と,5.が
8860ドルもの賃金を支出 してい る1%こ の本来の賃金部分のみで も,シ ア トル
平均 を真00.0とする と182.6に相 当 し,ソ フ トウェア産業 についで賃金水 準の高
い輸 送用機械(航 空宇宙産業)の145.8と比較 して も,賃 金水 準 はか な り高 い
ことが確認で きる。 しか しマ イクロソフ ト社 の直接雇用労働力は本来の給与.部
分 に とどま らず,さ らにス トックオプ ションの行使 によ り所得 を得 てい る1',。
1995年にワ シン トン州 内の同社従業員 によ り行使 されたス トックオプシ ョンは
7億8930万ドルにのぼ り,本 来の給与.部分 よ りもか な り多 くなってい る。 ス
トックオプシ ョンが与 え られ るのは一部中.核労働 力に限定 され,従 業 員.全.員に
8)」 ゐピ鼠,P.39.
9>Chase,R.&D.Inveen.ムπ 公 価 σ加cA∬8∬ノπ8η∫げ ε九81転h加 μ ρη3嬬8&舜 τ疋堀rε5瞬魎`ε∫
Industry,WashingtonState,Dept.ofTradeandEconomicDeve】opment,1989,PP.29-30、マ.イ
ク ロ ソフ ト社 の 場 合,開 発 チ ー ム に ソフ トウ ェ ア プ ロ グ ラマ ー だ け で な く,マ ー ケ テ ィ ン グ担 当
者,コ ンサ ル テ ィ ン グ担 当 者 も含 め て 開発 を行 っ てい る。
1① 本 稿 で は 便 宜 卜平 均 賃 金 に基 づ い て考 察 を進 め るが,実 際 には 給 与水 準 の 高 い 開発 技 術 者 か ら,
他 産 業 の 平均 とそ れ ほ ど変わ ら な い製 造 工 場 の 従 業 員 まで,.多様 な給 与水 準 の労 働 者 が 存 在 して
い る 。
ユ1}ス ト ンク オ プ シ ョ ンは,市 場 価 格 よ りも割 安 な価 格 で,自 社 株 を購 入 す る権 利 を従 業 員 に与 え
る もの で あ る。
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第2表 マ イ ク.ロソ フ ト社 の 平 均 賃 金 〔1995鍋
〔単位:ド ル)
マ イ ク ロ ソ フ ト社 58,860182.6
農 林漁 業 32,730101.日
鉱 業 44987, 139.6
建 設 業 35,343109.7
製 造 業 41,382128.4
(輸送用機械) (46,985>(145.8>
公共 ・輸送 一38,859 120.6
商 業 23546, 73.1
金融 ・保険 ・不動産 35,287109.5
サ ー ビス 業 31,752 98.5
シ ア トル平 均 32,227 1〔}u.o
出 所=ConwayR.,乃8M'`加 ∫ψ&o加 朋1`力綱 σ ∫f畷y,
1996,p.14.U.S.Dept.ofCommerce,Bureauofthe
Cen5u8,G川ηζy翫fπa郡俺`f8r凧a[m巳ally.
第3表 ÷ イ ク ロ ソ フ ト社 の ワ シ ン ト ン 州 内 に お け る 賃 金 支 出(2995年)
(単位;IOO万 ドル)
賃 金 支 出





均..一に与え られていないことに注意が必 要であ るが,こ の部分 を合わせ ると同
社の一人当た り賃金 は約12万ドルにのぼ り,同 社 が地域 内で突 出 した高賃金企
業 とな っているこ とが確認で きる。 この ような高賃金構造 は,専 門 ・技術 職種
の雇 用比 率が非常 に高 いことに加 えて,全 米 の優秀 な ソフ トウェア技 術者を高
額 の ス ト ジ財 プ 西 ・で 引 き つ け 雇 用 す る と い つ畿 勧 極 め て 激 しい バ ・
ケ ー ジ ・ソ フ トウ ェ ア 部 門 で 同 社 が 取?て い る 経 営 戦 略 を 反 映 して い る と考 え
ら れ る12,。
12)M・n・,5.,GA㎜・飾 ・・'Mゴ・m・碗M卿 ・'R醐・鴨 配 αη1ηぬ ・fび例4M・ 融 研 聯 ・びノ
マイクロソフト社の成長と「航空宇宙企業都市.1シアトルの構造変化 〔2)(159)61
3マ イクロソフ ト社の直接雇用がシア トル労働市場に及ぼしている影響
では上記 のよ うな特質 を有す るマ イクロソフ ト杜 の労働力 の増大 は,シ ア ト
ル労働 市場 にい なかる変化 を もた ら してい るのであろ うか。本 来 は1995年の
デー タを基準 に比較検討すべ きであるが,シ ア トルの職種デー タを確 認 しうる
のが10年ごとの人口セ ンサスのみで あ り,次 は2000年人口セ ンサスのデー.タし
か利用で きない13:ト。そ こで,デ ー タの厳 密憧 には多少の問題 はあ るが,1995年
に最 も近いデー タの得 られ る1998年の ワシン トン州雇用安全局 の推計 データを
もとに,1990年代 の シア トル労働 市場 の変容を確認 してい くことに しよ う14)。
第4表 に よる と,1998年の シア トルの16a以上労働力.は148万9516人にのぼ っ
てお り,第 ユ図 にあ る同年のマイ クロ ソフ ト社 の雇用 数 は1万5400人と,総 雇
用 のわずか1%強 を占めるに過 ぎない。 この ことか ら,同 社 の労働力 はシア ト
ル労働 市場 にほ とん どイ ンパ ク トを与 えていないよ うに見受 けられ るが,し か
しソフ トウェア技術者 に限定 して検討す ると,か な りの影響 を与えてい ること
が確認で きるのであ る。表 に よると1990年のシア トルの ソフ トウェア技 術者は,
総労働力 の1.8%,約1万9000人であ った.L』)。これが1998年には218.7と全体 の
増加 率 をは るか に上 回 る急 激 な伸 びをみせ,全 体の2、8%に相当す る約 塁万
1700人へ,実 に2万2000人も増加 してい る。1990年か ら1998*にか けてのマイ
クロソフ ト社 の直接雇用の増加 は約1万 人に も達 してお り,こ のうち半数以上
は ソフ トウェア技術 者で あ る廟。 このよ うに同社 はシ ア トルにお け る ソフ ト
＼theRiche∫tManznAm,r,,JohnBra,㎞asnAssociatesInc,1994,PP.378-3冊、〔鈴 木 主 税 訳
「帝 王 の 誕 生」 三 田 出版 会,1995年,480-482ページ).
13)ア メ リカ 合衆 国2000年人 口 セ ンサ スの 確 定 デ ・一夕は2002年ご ろ 公表 チ定 の た め,当 面 利 用 で き
な い。
14〕 こ の デ ー タ は毎 年 の各 職 種 の 増 加 数 の 調 査 を も とに,ワ シ ン トン州 雇 用 保 障 局 が1998年時 点 の
シア トル の詳 細 な職 種 構 成 を 推 計 した もの で あ る 。 な お 「経 営 ・管 理 」 は 表 の 注 に 記 載 の通 り,
1998年デ ー タ と1990年の 人 口 セ ンサ スデ 一 夕と の 聞 で カ テ ゴ リー の組 み 替 え が あ り
,直 接 比 較 で
き ない が,本 稿 で 検討 す る 「専 門 ・技 術 職 種 」 につ いて は連 続 性 が 保 障 さ れ て い る 。
15)人 口 セ ンサ スの 職種 デ ー タは 産業 を とわ ず 職 種 を集 計 して い る。 この デ ー タに は ボー イ ング杜
な ど ソ フ トウ ェア 産業 以外 の技 術 者 も含 まれ てい る。
16〕W・ ・hi卿nS田t・Dept.・f{k・mm・ni・y,T・ad・andEconomicDev。1。pm。t.・・B。i。　 S。,.
vices,"lndustriesdnu.[yds,1997,pp.13一正4.
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第4表 シア トル都 市 圏 の 職 種構 成(1990年代) 〔単位=%)













マ ー ケ テ ィ ング ・販 売 職 種 12.3 12」… 139.0
管理支援(含 む事務)職 種 16.6 17.21. 146.4
サ ー ビ ス職種 11.2 13.9… ユ75.1
農林漁業職種 1.8 191…: 84.5






注1);1990年に は 「経 営管 理 」 に含 まれ て い た 職 種 の 一 部 が,1999年に は 「管 理 支援 」 に編 入 さ
れ てい るた め,両 カ テ ゴ リー の比 率 に大 き な変 化 が 見 られ る こ とに 注意 が 必 要 で あ る 。
2>=「ソ フ トウ ェ ア技術 者 」 は 専 門 ・技 術 職 種 の 内 数。 米 国労 働 省 作 成 の 標 準 職 種 分 類 に従 っ
て集 計 した 。
出 所:WashingtonStateDept、ofEmploymentSecurity,OccupationPmjeenou,annually,U.S.
Dept.ofCommerce,BureauofTheCensus,Censusof.Population1990.















ウェア技術 者の増加 の四分 の ・近 くをもた らしてい ると考 え られ,全 米有数の
ソフ トウェア技術者 の労働市場 を拡大す る原動 力 とな っているのであ る。そ し
て この ような1990年代 のソ フ トウェア技術 者の急増 は,シ アDレ への ソフ ト
ウェア企 業の集積 を もたら し,マ イクロソフ ト社 が シア トルのソフ トウェア産
業成長の 「ハブ」 として機能 してい ると評価 される根拠 となって いるユ7㌧
さ らにこの よ うなユ990年代 の ソフ トウェア技術者 の増加 は,「専門 ・技術 職
種」全体 の増加数 の15,5%を占め るな ど,シ ア トルの専 門技術職種 の構成比を
い っそ う拡大 している。1980年代 までの シア トルは,膨 大 な数 にのぼ るボー イ
ング社 の科 学技術者 ・エ ンジニアの存在 や,高 成長 を続 ける専門サー ビス業 の
成長が 「専門 ・技術 職種 」の都 市 とい う特色を生み出 していた1H)。1990年代 に
はマイ クロソフ ト社 の成長 によ り,上 述の ような都市労働市場の特徴 が一層 強
め られているといえるだ ろう。
以上 で検討 したように,マ.イクロソフ ト社 は シア トルのソフ トウェア技術者
労働市場 の拡 大を牽引 し,シ ア トルの専 門職労働力 の増大 に も寄与 して きた。
しか しマイクロソフ ト社が地元経 済に.与えているイ ンパ ク トは,直 接雇用 に と
どまらない。同社の影響力は,地 元地域か らの財 ・サー ビス購 入,被 雇用労働
者 の消 費支出によ り生み出される間接雇用 として,さ らに広範 囲に及 んで いる
か らで ある1%そ こで,以.ドで は同社の 間接 雇用 を分析 してい くことに しよ う。
Hマ イクロソフ ト社の地域内産業連関構造 とシア トル経済
1マ イクロソフト社の資材 ・サービス購入とシア トル
まず はマ イク白ソフ ト社 の資材 ・サ ー ビスの購.入が,地 元産業 にいか なる波
17)Mu■kuδen,A.,Y.Lじじ,and5,DiGiQyanna(,lx,),&脚ηぜ7■詔rα 燃rRα ρゴぱG7ρ酬 ん 勘 ρ"4
置加M8fκ 脚 〃∫,1999,PP.278-279.
18)矢 ヶ崎 孝 雄 「ク イー ン都 市 シ ア トル の特 色 と発 展」(G・H・ カ キ ウ チ 先 生 退 官 記.念会 編 『ア
メ リカ ・カ ナ ダの 自然 と社 会 」 大 明 堂,1990年)465ペー ジ。
19)一 般 に 間接 雇 用 と は,基 幹 企 業 の ア ウ トソー シ ン グで あ る 財 ・サ ー ビス購 入 に よ ゆ生 み 出 さ れ
る雇 用創 出(一 次 波 及 効 果 部 分)を 指 す が 、 本 稿 で は 元 デ ー タに従 い,直 接 雇 用 労 働 者 の消 費 支
出 や 財 ・サ ー ビス購 入 部 分 のn次 波 及効 果 まで 含 めた 雇 用 創 出 全 体 と 考え て.考察 を 進 め る。
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及 効 果 を も た ら し て い る の か を 明 ら か に し て い こ う。 な お,こ れ ま で ソ フ ト
ウ ェ ア 企 業 の 外 注 活 動 の 全 体 像 は ほ と ん ど 明 ら か に さ れ て い な い の で2m,1司社
の 地 域 内 産 業 連 関 構 造 を 分 析 す る 前 提 と し て,あ ら か じめ 同 社 の 購 人 活 動 全 体
を 概 観 し,そ の 特 徴 を 把 握 し て お こ う。 第4表 の 資 材 ・サ ー ビ ス 購 入 の 「総
計 」 の 項 目 を み る と,「 そ の 他 産 業 」 を 除 く各 項 目 の な か で 最 も 購 入 額 の 多 い
の は,ソ フ ト ウ ェ ア に 相 当 す る コ ン ピ ュ ー タ ー ・デ ー タ 加.1:サー ビ ス の4億
8080万ドル で あ る こ と が わ か る 。 つ い で そ の 他 サ ー ビ ス の2億7750万 ドル と
な っ て い る 。 そ の 他 サ ー ビ ス は標 準 産 業 分 類 で 事 業 所 サ ー ビ.スを 除 い た サ ー ビ
ス 全 体 を 指 し,内 容 を 詳 細 に 確 認 す る こ と は で き な い が,事 業 所 向 け サ ー ビ ス.
を 提 供 す る 法 律 サ ー ビ ス や エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・経 営 サ ー ビ ス が 大 部 分 を 占 め る
と 考 え ら れ る3D。つ づ い て 購 人 頼 の 多 い の は,出 版 ・印 刷 の2億5280万 ド ル で
あ り,ソ フ トウ ェ ナ を 除 く事 業 所 サ ー ビ ス が2億2,200万 ドル で 続 い て い る 。
こ の ほ か に は,非 エ レ ク トロ ニ ク ス 機 械 や エ レ ク ト曽 ニ ク ス 機 械,通 信,小
売1卸 売 業 な ど の 購 入 額 が 多 い こ と も確 認 で き る 。 そ し て 同 社 の 資 材 ・サ ー ビ
ス 購 入 の 総 額 を 確 認 す る と,20億7710万 ド ル に 達 し て.いる こ とが 確 認 で き る 。
以 上 の デ ー タ か ら は,マ イ ク ロ ソ フ ト杜 の 資 材 ・サ ー ビ ス購 入 の 大 部 分 が,ソ
フ トウ ェ ア や 事 業 所 サ ー ビ ス な ど の サ ー ビ ス 業 か ら 行 わ れ て い る こ と,エ レ ク
トロ ニ ク ス 機 械,非 エ レ ク トロ ニ ク ス 機 械 と い っ た 機 械 類 の 購 入 も行 わ れ て い
る もの の,・製 造 業 か ら の 購 入 で 最 も多 く な っ て い る の は,出 版 ・印 潤 と い った,
製 造 業 や 他 の サ ー ビ ス 業 と は 大 き く異 な る 購 入 構 造 が 読 み と れ る 。
こ の よ う に 独 特 な 資 材 ・サ ー ビ ス の 購 入 構 造 を 規 定 し て い る の は,直 接 雇 用
と同 様 に マ イ ク ロ ソ フ ト社 の ソ フ トウ ェ ア 企 業 と し て の 労 働 過 程 の 技 術 的 特 性,
お よ び 激 しい 競 争 が 展 開 さ れ る ソ フ トウ ェ ア 市 場 で 覇 権 を握 る た め の 経 営 上 の
20)本社所在地ではな く在外 了会 社 を対象 にしてい るが,ソ フ トウェ ア企業の地域内 産業連関分析






必要性であ ると考え られ る。 同社 の主力製品であ るソフ トウェアに注 目す る と,
複雑で膨大 なプログラミングの集合体であ り,多 くの部分 的 プログラムを組み
立 てるため,建 造物 に もた とえ られ る。そのため,全 体設計や重要 な コンポー.
ネ ン トの開発 は社 内の優秀 なエ ンジニ アによ り内製化 されざ るを得 ないが,
コー ド化,デ ザ イン,定 型 デー タの打 ち込み など,基 幹部分 の開発 と分離iして
行い うる工程や,比 較 的熟練 を要 さない定型的 な作業 は アウ トソー シングが ロf
能で ある'%さ らにソフ トウェア開発には膨大な労働 力が必要であ るこ とか ら,
ソフ トウェア企 業は開発 の 部 を積極的 に外部化 し,開 発 の効率化,コ ス ト削
減 を図 る傾向があ る。マ イクロゾフ ト社 は開発上の機密保持 を優先 し,社 内で
一括 して開発 を行 う傾 向が強 い と言われ るが,そ れで も表 にあるよ うに5億 ド
ル近い外注 を行 っているこ とが確認で きる鑑 また 「その他サー ビス」の購 人
頼が多 くなってい るのは,同 社が規格や知的所有権 を握 ることが競争力 の源泉
となるソフ トウェア市場 での磁 しい競争 に対 応す るために,法 律サ ー ビスに対
して莫大 な支 出を行 っているためで ある2%出 版 ・印刷か らの購入 は,ソ フ ト
ウェア関連書籍やパ ソケー ジ ・ソフ トウェアに付 属す るマニ ュアルを外注 して
い るた めであ.り,その他事業所サ ー ビスについては,人 材 派遣業や広告業 に対
す る支 出,エ レク トロニ クス機械 につ いて は開発 に必 要な コンピュー ターの購
入を行 っているこ とが デー タに現れ ている3%以 上の ように,マ イクロソフ ト
社 はソフ トウェア企業特有 の資材 ・サ ー ビスの購 入構 造を有 しているのであ る。
で は,上 述の ようなマ.イクロソフ ト社の資材 ・サー ビス購人活動 と地元経済
.との接 合関係 は,ε の ようにな っているのだ ろ うか。 ひきつづいて各項 目ご と
にワシン トン州 内か らの購 入比率 を検討 してい こう。表 の州内か らの購入額お








か らの購入額が6280万ドルと購 入額.全体 のわずか13.1%に過 ぎず,地 元 シア ト
ルの ソフ トウェア産業 との関係 はむ しろ希薄で ある とい う興味深 い調達構造が
確認 で きるヨ5,。マ イ クロ ソフ ト社 は ソフ トウェアを,カ リフ ォルニア州 をは じ
め とす る全米 の広域あ るいは グローバルに購入 してい るのであ るが,こ のよ う
な広域 にわ たる ソフ トウェア産業 の空 間分業構造 は,製 造 業の ように外注活動
に際 して輸送 コ.ストを考慮す る必 要が ほ とんどな く,各 開発工程 に必 要な労働
力 に規定 され て立地 してい るとい う,ソ フ トウェア産業の知識 集約型 ・労働集.
約 型産業 としての特性 に規定されている側面 が大 きい と考え られ る昂。 ソフ ト
ウ ェアの域外購入傾向 に対 して地元か らの購 入額が多 くなってい るのは,そ の
他事業所 サービスの 工億2560万ドル.(州内購.人比率57,1%)やその他 サー ビス
の1億1870万ドル(州 内購 入比率42.8%).,であ り,企 業経営 を支援す る事業
所 サー ビ.スについて は,地 元 シア トルのサ ー ビス業集積 に比較 的依存 してい る
こ とが確認で きる。 この ほか には,出 版 ・印刷 の1億110万 ドル(州 内購入比
率40.0%)が1億 ドルを超え る州 内購 入額 となってい る。さ らに購入総額 は多
額 にのぼる ものの、エ レク トロニ クス機械 は州内購 入比率2.4%と極めて低 く
なっている。以上の ように,マ イ クロソフ ト社 の地元 か らの資材 ・サー ビス購
入は,最 も購入額の多い ソフ トウェアよ りも,む しろマ イクロソフ ト社 の企業
経営 を支援す る事業所サー ビ.スや,そ の他サ ー ビスあ るいは出版 ・印刷業で多
くなっている とい う特徴 が読 み とれるので ある銘}。そ して資材 ・サ ー ビス購 入
26)Markusen,Loe,andDiGlov.a皿a(cds.),砂`砿,PP,279-285,マー ク セ ンの 調 査 に よ って も,
こ の よ う な傾 向 は 確認 さ れ て い るり 彼 女 に よ る と,マ イ ク ロ ソフ ト社 と取 引 関係 にあ る シ ア トル
の ソ フ トウ ェ ア企 業 は 少 な い 。
27)マ イ ク ロ ソ フ ト杜 は シ ア トル を 中心 に大 型 デー タセ ン ター と大 規 模 通 信 綱 を整 備 して お り,世
界 中の 正 規 雇 用 員.一 一時雇 用,ア ウ トソー シ ン グ先 従 業 員 と電チ メ ー ル を通 じて ソ フ トウ ェ ア開
発 の同 期 を取 る こ とを ロr能に して い る。1990年代 後 半 の 数 字 に な る が,同 社 は直 接 雇 用 と ア ウ ト
ソ ー シ ン グや...・時 雇 用 ス タ ッ フを あわ せ る と,世 界 中 で 約5万5000人 もの ソ フ トウ ェ ア 開発 従 事
者 を マ ネジ メ ン トして い る と 言わ れ る 慌 井 久rマ イ ク ロ ソ フ トの マ ネ ジ メ ン トで わ か った こ
と』 日経BP,2000年,23ペ ー ジ).
28)Cueの 研 究 か ら も うか が え るが,事 業 所 サ ー ビ スや そ の他 サ 一一ビ スな ど の 事業 所 支 援 サ ー ビ
ス と出 版 ・印刷 に波 及効 果 が 見 られ る地 域 内 産 業 連 関 構 造 は,マ イ ク ロ ソ7ト 社 に とど ま らず.
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財 サ ー ビ ス 計 667.32.1 1.409.4…67.9 2,077.1
注):マ イク ロ ソフ ト社 の ワ シ ン トン州 内 にお け る経 営 か ら生 じる 支 出 に 限 っ て記 載 。
出所;Conway,⑫ 庶,P.8.
活動全体 を見 ると,総 額20億7710万ドルの うち,32、1%にあたる6億6770万ド
ルのみが地元購 入で あ り,大 部分が域外 か らの購 入で ある とい う 「域外 購入
型」の地域内産業連 関構造が浮か び上が って くるのである。
以上のデー タの検討か ら明 らか なように,マ イクロソフ ト社 の地元か らの資
材 ・サー ビスの購入比率 は全体 と してみ ると3割 程度 に とどま り,部 品の地元
調達 によ り地元 に多数 の間接 雇用 を抱 え ることの多 い製造業企業の本拠地 と比
較 して,資 材 ・サー ビス購入 を通 じて地元地域 の経済成長 を牽引す る傾向は弱
い ことが確認で きる。 この ことは,同 社 の地域 内購 入によ り創出 され る間接雇
用 が,サ ー ビス業2990人,卸売 ・小売 業27ユD人,製造業2460人,その他3990人,
合計1万2150人に とどまると推 計されてい ることか らも確 認で きる」%で はや
は り1990年代 のマイクロソフ ト社 の成長 は,シ ア トルにそれほ ど顕著な構造変
化 を もた らしてい ないのであろ うか。 この問題 を解明す るためには,さ らに被
29)C【mway,ψ.漉,p.12.なお,元 デ ー タで は 政 府 部 門 の 間 接 雇 用 も推 計 され て い るが.本 稿 で
は地 元 産 業 へ の 波 及 効 果 の 考 察 に 限定 してい る ので,そ の 分 を除外 して示 して い る 。
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雇 用労働者 の消費支出が及ぼす波及効果 にまで視野 を広げて,同 社が地元 シア
トルに創 出 している間接 雇用の全体像 を包括 的に把握す る必要があ るだろ う。
2マ イクロソフト社の間接雇用構造の全体像
マ イクロ ソフ ト社が ワシン トン州 内に創 出 している間接雇用 を示す,第6表.
を検 討 してい こう。 この表 は,先 に検討 した同社 の資材 ・サー ビス購入 と,以
下で検 討 してい く被雇用労働者の消費支 出な ど,同 社が地元経済 にお よぼ して
い る経 済的波 及効果 を全 て考慮 してお り,経 営者 と時給 ・週給労働者 に分けて
マ イクロソフ ト社の生み出 してい る間接雇用 を推計 した もので ある3。}。そのた
め経営者部分 につ いて,各 産業別 に構成 を検討す る ことはで きないが,同 社の
間接雇用構 造の入枠 を読み とる上では差 し支えないで あろ う.。
表 によると,マ イクロ ソフ ト社が ワシン トン州 内に創 出 してい る間接雇用の
総数 は5万8100人に及んでい る'1}。その内訳 は,経 営者が1万3410人,時給 ・
週給労 働者が4万4690人で あ り,さ らに週給 ・時給労働 者部 分 につ いては,
サ ー ビス業 の2万2460人を筆頭 に,卸 売 ・小売業 の1万240.人,製造業の3940
人,建 設業 の3580人'z】,金融 ・保険 ・不動産業の2430人が続いてい る。 この よ
うな間接雇用の うち第 五節 ユ項で検 討 した同社 の資材 ・サー ビス購入 によ り生
み 出されてい る部分は,1万2150人,全 体 の20.9%に過 ぎない ことか ら,残 り
の80%程度 は,被 雇 用労働者 の消 費支 出によ り生み出されている ことがわか る。
このよ うな消費支出 に依 存す る多数 の間接雇用 をもた ら してい るのは,第1節
で確認 した マイクロソフ ト社 の高賃金労働力 の消費支出であ る。第3表 と第5
表か ら も確認で きるように,.マイ クロ ソフ ト社 のワシン トン州 内における賃金
支 出は,ス トックオプシ ョンの行使 による所得 を合わせ ると13億7440万ドル と
多額 にのぼ る一:方で,資 材 ・サー ビス購.人を通 じて州内 に支出され るのが6億
30)C〔P【sway,ψ.ぐゴム,vv、10.12.
31)脚 注29)と 同 様 の 理 由 で 第6表 の 間接 雇 用 も政 府 部 門 に帰 属 す る もの は 除 い て い る 。
32)建 設 業 に存 在 す る間接 雇用 に は,被 雇 用 労 働 者 の消 費 支 出 に と どま らず,レ ッ ドモ ン ドキ ャン
.パ ス の建 設 に よ り うみ だ さ れ て い る 間接 雇 用 も含 まれ て い るひ
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第6表 マ イ ク ロ ソ フ ト社 の ワ シ ン トン州 内 の 間接 雇 用(1995年)
項目 間接雇用数(人) 構成比(%)
経営者 13,410 23.1
時給 ・週給労働者 44,690 76.9
資 源 産 業 430 D.7
製 造 業 3,940 6.8
建 設 業 3,580 6.2
輸 送 サ ー ビ ス 720 1.2
通 信 720 1.2
公 共 ユ70 0.3
卸 .売 ・ 小 売 業 10,240 17.6
金融 ・保険 ・不動 産業 2,430 4.2
サ ー ビ ス 業 22,460 38.7
計 58.ユ00 10(,.0
注=表 の デ ー タ に は ス ト ック オ プ シ ョ ン行 使 に と も な う収 入 の 生 み 出 す 波 及 効
果 を 含 む 。
出所:C・1・way,op.at.,p.16、の 表 を筆 者 加 工 。
6770万ドルに過 ぎず,同 社が地元地域 にお よぼす経 済的 インパ ク トは,大 部分
が被雇用労働者の賃金支 出を通 じての ものであ る。 この ようなマイ クロソフ ト
社 の被雇用労働 者の高賃 金の もた らす域内購 買力は,商 業,不 動産業,建 設業,
対 人サ ービス業 とい った消 費関連産業 におよんでお り,第6表 で も,こ れ らの
産業 に多 くの間接雇 用が在 している ことが確 認で きる。 ヒ述のマ イクロソフ ト
社従業員 の域内購買力は巨大 であ り,1990年代後半 には高額 な不動 産購 入な ど
を通 じて シア トルの不 動産価格 を著 しく上昇 させ,シ ア トルに 「ブー ム タウ
ン」状況 を もた らす など,旧 来の住民 との摩擦 を引 き起 こす にいた ってい るほ
どである33㌧.
お わ り に





1990年代 のシア トルにいかなる変化 を もた ら したのかを,ま とめてお こう。
1990年代 前半の 「航空宇宙企業都市」 シア トルは,大 きな転換 点にあった。
ボーイ ング社 の リス トラクチ ャリングによって製造業雇用 が減少 し,代 わ って
サー ビ.ス業,な かで もソフ トウェア産業が急成長 していたためで ある。 なかで
もソフ トウェア産業 は ワシ ン トン州の第二の輸 出産業 に成長 し,マ イクロソフ
ト社 もシア トル第二位の企業の有力企 業に成長 するにいたった,,マイクロソフ
ト社 は,ユ970年代末 に移転 して以来,一 貫 して本社 ・ソフ トウェアの研究開発,
主 要生産拠点 として シア トルを位 置づけ,積 極 的なグローバ ル経営 を展開 して
きた。
この よ うに成 長著 しいマ イクロ ソフ ト社 は,激 しい競 争の展 開され るパ.ッ
ケー ジ ・ソフ トウェア企 業 としての労働過程の技術 的特性 と企業経営 の必 要性
に綿定 された,ソ フ トウェア企業特有 の経済的.インパ ク トを シア トルに及 ぼ し
ていた。同社 が シア トルで保持 している直:接雇 用 に注 目する と,雇 用数 は約1.
万人 と量的規模 としては小 さいものの,ソ フ トウェア技術者 な どの専 門 ・技 術
職労働 力の雇用比率が極 めて高い ことか ら,ソ フ トウ・・ア技術者 の地域労働 市
場 を拡 大させ,シ ア トルに新 しい専門 ・技術職種 の労働.市場 を形成 しでいた。
他 方,同 社 の間接雇用構造 に注 目す ると,域 外 か ら6割 を越 える資材 ・サー ビ
スを購.入す るとい う 「域外購 入型」 の地域 内産業連 関構造 を創 出 してお り,.同
社 の事業活動 とシア トルとの連 関はそれほ ど密接 な ものではなか った。 このた
め一般 に,製 造業企 業の本拠 地で は多 く存在す る資材 ・サー ビスの購入 によ り
生み出 され る間接雇 用は地元 シア トルにあ ま り創 出 されていなか ったのであ る。
しか し被雇用 労働者 の消 費支 出にまで視 野 を広 げ ると,マ イ クロソフ ト社の創
出 してい る間接雇用 は,決 して限定 された ものでない ことが確認 された。同社
の被雇 用労働者 は極 めて賃金水準が高 く,巨 大 な域内購買力 を有 してい るか ら
である。その消費.支出に注 目す ると,5万 別00人に も及ぶ間接雇用が創出され
てお り,直 線雇用 ・間接雇 用両面か ら包括的 に考察す る と,1995年時点でマイ
クロ ソフ ト社 は6万8000.人を超 える域内雇用 を支 える,ボ ー イング社につ ぐ新
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たな基幹企業 に成長 してい ることが明 らか となったので ある。
この ことは,と りもなおさず1980年代まで 「航 空字宙企業都市」 と しての性
質 を強 く有 し℃いたシア トルの経済構造が,大 き く変化 しつつ あることを示 し
てい る。 ボー イング社が都市経済 の成長を主導す る 「航 空宇 宙企業都市」か ら,
マ.イクロソフ ト社 も成長 の一端 を担 う 「航空宇宙 ・ソフ トウェア産業都市」 と
形容 しうる段階へ,シ ア トルが成長 しつつあ ると考 えられるか らである。半述
のよ うに第二次世界大戦後 アメリカの基幹産業 の一つであ った航 空宇 宙産業 の
みな らず,情 報関連産業の中枢 に位置す る ソフ トウェア産業が都 市経 済の成長
を牽引す る段 階に達 してい るシア トルは,1990年代 のア.メリカ都市経 済の産業
構造 転換 が端 的に現れ た事例 とい えるので はないだ ろ うか。
最後 に,残 された課題 について触れて向 きたい。本稿で は,主 に1990年代前
半期 を取 り扱 ったが,1990年代後半 には,マ イクロソフ トを代表 とす る情 報技
術関連産業の成長が.一層加速 し,シ ア トルに1960年代以 来の高度成長 を もた ら
した。 この よ うな 「ブー ム タウン化 」 は,先 進的 な都市 政 策 と して知 られ る
「成 長管 理政策」川 をゆ るがす事 態 を招い ている。現代 ア メ リカ都市経済 を研
究す る うえで は,産 業再編の実態解 明に とどま らず,上 記の ような都 市政策 の
変容 や住民 の生活構造 について も取 り扱 うことが 要請 され るのであ るが,こ の




34〕矢作弘 ・大野輝之 旧 卒の都.市は救えるカー アメリカの 「成 長管理.1政策に学ぶ」 開文.社出版
1990年,198-218ページお よび大野輝之 「現代 ア メリカ都市 計画 「地 利用規制 の静か な革命』
学 芸出版社,94-9アペー ジ,126-130ページ。
